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広島開催記念号

全
県

・
市
民
の
高
ま
る
関
心
と
期

待
の
中
、
い
よ
い
よ
ア
ジ
ア
競
技
大

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
島
ア
ジ
ア
大
会
は
早
く
よ
り
、

「
エ
イ
シ
ア
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
大
会
の
目
標
と

し
て
掲
げ
た
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
い
う

の
は
高
次
の
文
化
概
念
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
発
揮
し
、
そ
れ
が
ま
た
統

一
に
包
ま
れ
て
、
よ
り
高
き
も
の
を

創
る
姿
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

広
島
ア
ジ
ア
大
会
に
お
い
て
は
、

ア
ジ
ア
各
国
、
各
民
族
の
特
色
を
理

解
し
、
交
流
を
深
め
る
と
い
う
第

一

の
命
題
に
対
し
て
市
内
公
民
館
に
よ

る

一
館

一
国
運
動
と
い
う
適
切
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

第
二
の
命
題
で
あ
る
連
帯

・
統

一

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
伝
統
的
五
輪

聖
火
に
、
懺
悔
の
心
に
立
つ

「広
島

平
和
祈
り
の
灯
」
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
エ
イ
シ
ア
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
面
目
を
示
す
も
の
と
し
て
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

広
島
ア
ジ
ア
大
会
で
灯
さ
れ
た
火

は

一
過
性
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

各
公
民
館
に
お
け
る
取
り
組
み
は
伝

統
と
な
っ
て
定
着
、
発
展
し
、
エ
イ

シ
ア
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
理
想
は

「広
島
国
際
学
会
」
の
基
本
テ
ー
マ

と
し
て
攻
究
さ
れ
、
広
島
に
学
ぶ
ア

ジ
ア
留
学
生
の
教
養
の
原
点
に
な
ら

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
、
秋

の
一
日
が

「
ア
ジ
ア
の
日
」
と
し
て

制
定
さ
れ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
嬉
し
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
〇
年
開
催
の
北
京
ア
ジ
ア

大
会
見
学
の
時
に
接
し
た
北
京
ア
ジ

ア
大
会
歌
の
詩
句
の
中
に
、
中
国
の

人
々
が
ア
ジ
ア
の
人
々
に
寄
せ
た
想

い
入
れ
を
今
、
広
島
大
会
の
開
催
に

際
し
て
想
起
す
る
。

「我
々
ア
ジ
ア
は
共
同
の
歴
史
を

持
た
な
い
。
し
か
し
、
共
同
の
未
来

に
向
き
合
っ
て
い
る
。
多
く
を
語
る

を
要
し
な
い
。
た
だ
、
心
願
を
同
じ

く
す
る
だ
け
だ
」
（陳
雨
露

『共
同

と
未
来
し

「手
を
握
り
合
う
。
そ
の
こ
と
の

中
に
乾
坤
宇
宙
が
あ
る
」
（石
順
義

『期
待
し

…
…
来
年
、
再
来
年
…
…
、
広
島

ア
ジ
ア
大
会
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
中
ユ
ネ
ス
コ
交
流

広
島
代
表
、
十
月
訪
中

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
と
中
国

教
育
国
際
交
流
協
会
と
の
友
好
交
流

計
画
が
始
動
し
て
十
年
目
、
こ
の
計

画
に
基
づ
く
北
京
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ

と
広
島
ユ
協
会
と
の
姉
妹
協
会
締
結

か
ら
八
年
目
の
今
年
の
訪
中
代
表
団

と
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

∧
メ
ン
パ
ー
∨
北
川
建
次
常
任
理
事

（広
島
大
学
教
授
）
、
松
岡
盛
人
理
事

（中
国
郵
政
局
企
画
課
長
補
佐
）
、
国

田
繁
理
事

（広
島
市
立
現
代
美
術
館

普
及
係
長
）

∧
日
程
∨
１０
月
１５
日
広
島
発
～
北
京

～
藩
陽
～
長
春
～
北
京
～
２５
日
成
田

松
原
博
臣
会
長
任
期
途
中
突
然

の
ご
退
任
で
、
図
ら
ず
も
後
任
会

長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

松
原
会
長
に
は
公
私
と
も
お
忙

し
い
中
、
平
成
二
年
度
よ
り
協
会

の
顔
で
あ
る
会
長
と
し
て
大
き
な

功
績
を
遺
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
顧
間
と
し
て
引
き
続
き
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
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「良
い
こ
と
だ
」
が

83
%

匹
ほ
輝
ビ
障
疇

三
館
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し

た
も
の
で
す
。

調
査
対
象
は
、
各
公
民
館
等
に
お

い
て
、中
学
生
以
上
～
二
〇
歳
未
満
、

二
〇
～
三
〇
歳
代
、
四
〇
～
五
〇
歳

代
、
六
〇
歳
代
以
上
の
年
齢
層
毎
に

男
女

一
人
ず
つ
の
八
人

（全
館
で
五

百
四
人
）
で
来
館
者
か
ら
と
し
ま
し

た
。
有
効
ア
ン
ケ
ー
ト
数
は
四
四
六

枚
、有
効
回
収
率
は
八
八
％
で
し
た
。

調
査
結
果
は
、
ま
だ
単
純
集
計
の

域
を
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で

に
分
か
っ
た
こ
と
の
概
略
は
次
の
と

お
り
で
す
。

広
島
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催
が

広
島
市
民
の
多
く
は
、
広
島
ア
ジ

ア
競
技
大
会
を
意
義
あ
る
も
の
と
考

え
、
そ
の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
ま
た
、
大
会
に
来
ら
れ
る
ア
ジ

ア
の
人
々
に
原
爆
の
こ
と
や
平
和
を

願
う
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
、
本
協
会
の
実
施
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
広
島
ア
ジ
ア
競
技

大
会
開
催
前
と
後
の
市
民
の
国
際
感

覚
の
変
化
を
調
べ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
開
催
前
約
百
日
の
六
月
下
旬
か

ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
、
市
内
公
民

館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
六

「楽
し
み
」
、
広
島
で
の
開
催
は

「良

い
こ
と
だ
」
と
答
え
た
人
は
、
各
八

三
％
、
ア
ジ
ア
ヘ

「大
い
に
関
心
が

あ
る
」
は
三

一
％
で
し
た
。
こ
れ
ら

を
性
別

。
年
齢
別
に
み
る
と
、
中
高

年
男
性
に
お
い
て
顕
著
に
比
率
が
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「関
心
を
持

っ
て
い
る
国
ま
た
は

地
域
」
（自
由
記
述
複
数
回
答
）
は
、

中
国

全
二
二
％
）
、
タ
イ

（
一
一
％
）
、

イ
ン
ド

（
一
〇
％
）
、
韓
国

（九
％
）
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（七
％
）
等
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
意
義

（複
数

回
答
）
と
し
て
は
、
五
四
％
が

「立

派
な
競
技
施
設
や
ホ
テ
ル
、
道
路
な

ど
が
で
き
る
」
、
四
八
％
が

「広
島

の
こ
と
を
ア
ジ
ア
の
人
々
に
知

っ
て

も
ら
え
る
」
、
三
二
％
が

「広
島
が

活
性
化
す
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
人
々
に
対
す
る

″ひ
ろ

し
ま
〃
か
ら
の
発
信

（複
数
回
答
）

と
し
て
は
、
七
六
％
が

「原
爆
の
こ

と
や
平
和
を
願
う
気
持
ち
」
、
四
〇
％

が

「私
た
ち
の
日
常
の
生
活

・
暮
ら

し
ぶ
り
な
ど
」
、
三
七
％
が

「水
と

緑
の
美
し
い
街
ひ
ろ
し
ま
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
調
査
対
象
の

性
格
か
ら
、
直
ち
に
市
民

一
般
の
意

識
と
置
き
換
え
る
こ
と
は
慎
ん
だ
方

が
良
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
大

会
開
催
後
に
今
回
調
査
と
同
じ
人
を

対
象
に
実
施
す
る
調
査

（十

一
月
に

予
定
）
と
合
わ
せ
て
分
析
す
れ
ば
、

市
民
の
国
際
感
覚
の
変
化
が
読
み
取

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

「国
際
家
族
年
」写
真
展

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

国
連
の

「国
際
家
族
年
」
に
関

す
る
企
画
と
し
て
写
真
展
を
計

画
し
、
現
在
、
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

題
材
は
外
国
人
留
学
生
と
そ

の
家
族
を
撮
影
し
た
も
の
で
、

サ
イ
ズ
は
自
由
。
入
賞
作
品
は

広
島
市
の
各
公
民
館
で
発
表
、

展
示
い
た
し
ま
す
。

Q 広島アジア大会はよいことか

Q アジア大会は楽しみですか

思わない

(45%)

非常によい

(457%)

季‐●義↓:)

(371%)

Q アジアに関心があるか

(10%)ゎからない (2

あまりない (74%)
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平
和
讃
歌

を
募

集

ユ
ネ
ス
コ
設
立
５０
周
年
、
広
島
市

被
爆
５０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
来
年

８
月
２
日
広
島
市
で
開
催
さ
れ
る

ピ
ー
ス

・
ワ
ー
ル
ド

・
イ
ン
広
島
９５

の
実
行
委
員
会
が
先
ご
ろ
発
足
し
た
。

会
長
は
平
岡
市
長
で
構
成
団
体
は

広
島
市
、
広
島
市
教
育
委
員
会
、
中

国
新
聞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
等
で
、

当
協
会
に
も
要
請
が
あ
り
、
伊
東
会

長
が
実
行
委
員
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

５０
年
前
被
爆
の
廃
墟
の
中
か
ら
立

ち
上
り
復
興
し
た
広
島
か
ら
平
和
の

素
晴
ら
し
さ
、
平
和
の
う
ち
に
生
き

る
喜
び
を
世
界
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
設
立
５０
周
年
を
迎
え
る

ユ
ネ
ス
コ
と
協
同
し
て
世
界
の
国
々

に
呼
び
か
け
、
こ
ど
も
合
唱
団
を
広

島
に
招
待
し
、
広
島
の
ス
テ
ー
ジ
か

ら
再
び
世
界
の
人
々
へ
国
々
の
歌
を

届
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
ピ
ー
ス
・

ワ
ー
ル
ド

・
イ
ン
広
島
９５
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
中
で
発
表
す
る
平
和
讃
歌

を
日
本
国
内
、
世
界
に
募
集
す
る
こ

と
に
な
り
、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で

は
国
内
三
百
七
十
の
ユ
ネ
ス
コ
協
会

に
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
送

っ
て
協

力
を
お
願
い
し
た
。

応
募
規
定
、
実
施
要
項
は
次
の
と

お
り
。募

集

要

項

∧
テ
ー
マ
∨
平
和
な
未
来
の
創
造

に
ふ
さ
わ
し
く
、

２．
世
紀
に
も
歌
い

継
が
れ
る
よ
う
な
内
容
の
も
の

∧
募
集
期
間
∨
９
月
１
日
～
１
９

９
５
年
１
月
末

∧
募
集
内
容
∨
未
発
表
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品

（歌
詞
と
単
旋
律
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
。
歌
詞
の
言
語
は
自
由
。
演

奏
時
間
は
１０
分
以
内
）

∧
応
募
規
定
∨
応
募
資
格
は
不

間
。
複
数
応
募
も
可
能
。
受
賞
作
品

は
本
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
広
島
市
主
催

事
業
で
自
由
に
使
用
で
き
る
も
の

∧
応
募
方
法
∨
住
所
、
氏
名
等
の

必
要
事
項
を
明
記
し
て
、
楽
譜
、
歌

詞
を
全
文
記
入
の
こ
と

∧
審
査
∨
作
曲
家
池
辺
晋

一
郎
氏

を
含
む
著
名
音
楽
家
が
パ
リ

・
エ
ネ

ス
コ
本
部
で
審
査

∧
表
彰
∨
グ
ラ
ン
プ
リ

（１
点
）

＝
賞
状

・
賞
金
百
万
円

・
記
念
品
、

優
秀
賞

（数
点
）
＝
賞
状

・
賞
金
十

万
円∧

発
表
∨
１
９
９
５
年
３
月
下
旬

∧
表
彰
式
と
演
奏
∨
同
年
８
月
２

日
。
演
奏
は
広
島
交
響
楽
団
、
世
界

各
国
の
児
童
合
唱
団
。
芸
術
監
督
は

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
長
ホ
ア
キ

ン
・
Ｍ

・
ベ
ニ
テ
ズ
氏

昨
年
６
月
末
、
百
万
名
の
署
名
を

目
標
に
す
す
め
て
き
た
請
願
運
動
は

一
五
〇
万
名
を
超
す
こ
と
に
な
り
、

１０
月
に
政
府
、
国
会
に
陳
情
、
請
願

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
は
今
年
に
な

っ
て
、

衆

・
参
両
院
で
全
会

一
致
の
採
択
と

な
っ
て
実
を
結
び
、
政
府
も
文
部
大

臣
に
対
し
て

「終
戦
５０
年
の
記
念
事

業
と
し
て
推
薦
の
検
討
を
」
と
の
指

示
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
文
化
庁

（文
部

省
の
外
局
）
は
文
化
財
保
護
法
で
の

指
定
に
向
け
、
近

・
現
代
の
史
跡
指

定
の
検
討
に
向
っ
て
作
業
を
す
す
め

て
き
た
結
果
、
原
爆
ド
ー
ム
を
含
め

た
近

・
現
代
の
文
化
遺
産
の
指
定
基

準
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
来
年
の
ユ
不ヽ
ス
コ
で

の
世
界
遺
産
登
録
に
は
間
に
合
わ
な

い
が
、来
年
日
本
政
府
か
ら
推
薦
（翌

年
ユ
ネ
ス
コ
で
登
録
）
と
い
う
方
向

が
固
ま
っ
た
。

も
と
も
と
原
爆
ド
ー
ム
の
世
界
遺

産
登
録
に
は
、
前
提
条
件
が
欠
け
て

い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。

「国
内
法
で
保
護
さ
れ
て
い
る
も

の
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
日
本
の

国
内
法

（文
化
財
保
護
法
）
に
は
原

爆
ド
ー
ム
に
類
す
る
も
の
を
文
化
財

と
し
て
位
置
づ
け
る
規
定
が
な
く
、

従
っ
て
文
化
財
と
し
て
の
指
定
が
な

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

国
が
文
化
財
保
護
法
を
適
用
し
て

文
化
財
と
指
定
す
る
た
め
に
は
、
県

な
り
市
な
り
か
ら
上
申
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
連
の
手
順
を
経
て
は
じ
め
て
国

指
定
の
文
化
財

（国
指
定
史
跡
）
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
ユ
ネ

ス
コ
ヘ
の
推
薦
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
、
文
化
庁
は
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
文
化
財
保
護

法
の
適
用
措
置
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
き
ご
ろ
改
築
開
館
し
た
平
和
記

念
資
料
館
東
館

（旧
平
和
記
念
館
）

正
面
玄
関
に
平
山
郁
夫
画
伯
の
広
島

生
変
図
の
陶
壁
が
寄
贈
さ
れ
た
。

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
製
作

発
起
人
の
原
田
東
眠
代
表
か
ら
の
募

金
の
依
頼
を
受
け
、
会
員
の
み
な
さ

ま
に
呼
び
か
け
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
先
ご
ろ
製

作
発
起
人
か
ら
当
協
会
に
謝
意
の
表

明
が
あ
つ
た
。

出
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
広
島
ユ
ネ

ス
コ
協
会
も
後
援
団
体
と
し
て
名
を

連
ね
、
そ
の
公
演
の
成
功
の
た
め
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

公
演
は
、
国
連
本
部
の
招
待
を
受

け
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
ボ
ス
ニ

ア

・
ヘ
ル
ツ
エ
ゴ
ビ
ナ
の
児
童
救
援

の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

・
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
合
唱
団
の
出
発
を
前
に

１０
月
１８
日

（火
）
午
後
６
時
半
か
ら

広
島
総
合
銀
行
本
店

（中
区
銀
山
町

電
停
前
）
１０
階
ホ
ー
ル
で

「歓
送
チ

１０
月
２４
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
ウ

　

ャ
リ
テ
ィ

・
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か

イ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
る
国
連
デ
ー

・
　

れ
る
。
出
演
は
広
島
中
央
合
唱
団
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
広
島
中
央
合
唱
団
が

　

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
三
井
安
子
助
教

平
和
都
市
広
島
か
ら
の
使
節
と
し
て
　

授

（ピ
ア
ノ
）
。

螂濠鉢濠キキ済ぶ簿響決鉢懇お流キ瘍

広
島
中
央
合
唱
団

歓
送
コ
ン
サ
ー
ト
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当
協
会
の
国
際
理
解

の
た
め
の

〃講
座
″
と
し
て
定
着
し
た

「国
際

交
流
サ
ロ
ン
」
は
、
好
評
の
う
ち
に

本
年
度
の
上
半
期
を
終
え
ま
し
た
。

回
５
月
２．
日

「
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に

ま
つ
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

大
会
組
織
委
渉
外
部
長
藤
井
正

一

さ
ん

（本
協
会
常
任
理
事
）

大
会
参
加
４２
国

・
地
域
と
の
折

衝
を
通
じ
て
言
語
、
風
習
、
宗
教

等
文
化
の
違
い
と
そ
れ
ら
の
人
々

が
集
る
広
島
大
会
の
意
義
。

回
６
月
２５
日

「異
文
化
理
解
」

広
島
大
学
助
教
授
倉
地
暁
美
さ
ん

ア
メ
リ
カ
に
赴
任
し
た
日
本
人

家
族
の
英
語
の
判
ら
な
い
児
童
の

教
室
で
の
一
年
間
を
観
察
し
な
が

ら
、
始
め
に
は
孤
立
し
い
じ
め
ら

令
ア
ジ
ア
大
会
」
藤
井
正

一
氏
〉

れ
な
が
ら
、
最
後
に
ク
ラ
ス
の
人

気
者
に
な
る
ま
で
を
例
に

「異
文

化
理
解
と
は
」

回
７
月
２３
日
「映
画
の
中
の
ア
ジ
ア
」

サ
ロ
ン
シ
ネ
マ
社
長蔵

本
順
子
さ
ん

「
ア
ジ
ア
映
画
の
進
歩
は
目
覚

ま
し
い
。
日
本
で
は
殆
ん
ど
見
ら

れ
て
い
な
い
。
ど
う
か
ア
ジ
ア
の

映
画
を
観
て
く
だ
さ
い
」

回
９
月
１７
日

「日
本
文
明
批
評
」

広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程

（国

際
私
法
）
王
水
さ
ん

（中
国
）

留
学
生
活
を
通
し
て
日
本
人
の

思
考
の
理
解
の
交
流
の
難
し
さ
を

具
体
的
に
説
く
。
６
年
間
の
留
学

を
終
え
て
近
く
帰
国
の
予
定
。

●
１０
月
９
日

（日
）
終
日

”
広
島
市
中
央
公
園

例
年
の
よ
う
に
会
場
の
一
画
に
、

民
具
、
遊
び
道
具
づ
く
リ
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
交
流
を
深
め
ま
す
。

安
佐
町
か
ら
８０
歳
を
超
え
る
お
ば

あ
さ
ん
二
人
に
ご
足
労
を
煩
わ
し

て
、
わ
ら
草
履
づ
く
り
の
実
演
と
手

ほ
ど
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
、
凧
づ
く
り

（日
本
凧
の

会
会
員
松
本
さ
ん
指
導
）
、
折
り
紙

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流

サ
ロ
ン

日
時
　
２２
日

（土
）
１３
時
半

会
場
　
広
島
市
国
際
青
年
会
館

研
修
室
Ｃ

（中
区
加
古

町
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

７
Ｆ
）

演
題
　
「台
湾
の
中
の
日
本
」

講
師
　
広
島
大
学
大
学
院

鄭
智
恵
さ
ん

（台
湾
）

～
会
費
千
円
～

「子
供
に
帰
ろ
う
。
詩
人
に
な
ろ

う
。
ち
ょ
っ
と
作
家
を
夢
見
よ
う
」

―

第

１２
回
ア
ン
デ
ル
セ
ン

・
メ
ル

ヘ
ン
大
賞
作
品
募
集
が
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
、
タ
カ
キ
ベ
ー
カ
リ
ー
主
催
、

当
協
会
な
ど
の
後
援
で
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

じ
め
き
り
は
来
年
１
月
１０
日
、
詳

し
い
こ
と
は
タ
カ
キ
ベ
ー
カ
リ
ー
本

社
広
報
部
０
８
２
１
２
４
０
１
９
４

０
９
ま
で
。

高
校
生
夏
休
み
海
外
研
修

（広
島

ユ
ネ
ス
コ
主
催
、多
山
報
恩
会
協
力
）

は
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

訪
間
国
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
８
月
２２
日
か

ら
３．
日
ま
で
十
日
間
の
旅
。
広
島
大

学
附
属
高
校
、
広
島
第

一
女
子
商
校

ら

一
行
（団
長
／
深
崎
敏
之
副
会
長
）

８
人
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
シ
ド

ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
な
ど
を
見
学
し

て
見
聞
を
広
め
、
無
事
帰
国
し
ま
し

た
。

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
元
会
長
河
村

盛
明
氏
が
毎
日
新
聞

（関
西
、
中
四

国
版
）
に
長
期
連
載
さ
れ
た
文
学
歴

史
紀
行
文

「海
道
を
往
く
」
が
、
こ

の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
、
こ
の
出
版
を
記

念
す
る
会
が
９
月
９
日
、
広
島
市
八

丁
堀
シ
ャ
ン
テ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
出
版
記
念
と
昨
夏
よ
り

病
床
に
あ
る
河
村
氏
を
激
励
す
る
た

め
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
同
氏
が
所

属
さ
れ
て
い
た
団
体
、
企
業
ま
た
歌

人
集
団
な
ど
か
ら
約
７０
人
が
出
席
し

て
、
出
版
を
賛
え
、
同
氏
の
再
起
を

期
待
す
る
声
が
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
は
約
２０

人
が
出
席
、
加
藤
朗

一
副
会
長
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「海
道
を
往
く
」
（静
山
社

刊
、
割
引
価
格
千
二
百
円
）
購
読
希

望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
９４
年
度
総
会
開
く
　
伊
東
新
会
長
が
就
任

一

１
９
９
４
年
度
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

　

き
つ
づ
き
本
年
度
の
事
業
計
画
と
予

会
総
会
を
５
月
２‐
日

（土
）
、
広
島

　

算
審
議
が
討
議
、
承
認
さ
れ
ま
し

市
婦
人
教
育
会
館
で
開
催
し
、
前
年

　

た
。

度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
、
ひ
　
　
ま
た
、
任
期
半
ば
の
前
会
長
の
辞

任
に
伴
い
、
新
会
長
に
伊
東
亮
三
副

会
長
が
選
任
さ
れ
、
伊
東
新
会
長
は

「国
際
サ
ロ
ン
充
実
」
「国
際
家
族
年

企
画
の
実
施
」
「専
門
部
活
動
の
強

化
」
な
ど
の
重
点
目
標
を
提
起
し
つ

つ
、
会
長
就
任
の
決
意
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

ベ

ア

セ

回

べ

・

平

ネ
ス

コ

コ
ー

ナ

ー

「
メ
ル
ヘ
ン
大
賞
」募

集


